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江 別 市 －52.8％  6539  92980 13848 123722
南 幌 町 －80.9％   151   4551   793   8778
当 別 町 －76.3％   413  10287  1744  18766
新 篠 津 村 －61.6％   123   2047   320   3515
岩 見 沢 市 －54.8％  4298  57166  9504  90145
北 広 島 市 －53.9％  3080  44795  6685  60353
札幌市厚別区 －52.7％  7486 103678 15842 128492
札幌市白石区 －40.0％ 19238 183479 32047 204259
札 幌 市 東 区 －39.8％ 22593 225135 37523 255873
資料）増田寛也（2014）：『地方消滅』中公新書，pp.208－211。
注）若年女性とは20歳～39歳を指す。
図２　事例資料２（新聞記事文章／住人十色１）
資料）2017年11月14日付北海道新聞17頁一部より。
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うであったのか，また，どのような課題が残っているのか，探る。続いて，現地観察では，人
口変化に伴う地域の具体的な変化に注目していく。例えば，商業施設の進出や撤退の状況，集
合住宅の空室状況等を記録する。
　課題解決では，人口減少に伴う改善・工夫を思考する。まず，人口減少を，どのような手段
で食い止めていくか，その方向性を提案する。他方，人口減少は，負の面の影響しか，もたら
さないのか，再考する。人口減少による利点があれば，それを活かすといった方向性の提案も
考えられる。
　以上の学習過程では，個人の学習を主体としながら，適宜，情報交流・交換も行う。情報交
流・交換は，他者の考えから，新しい視点や気付きを得る機会となりやすい。このような協働
学習は，難しい地域課題を解決することに役立つ。
単元目標
１　身近な地域における将来人口の変化やそれに関する地域の実態・構造を説明できる。
　　（知識）
２　身近な地域における人口政策の内容，成果や課題，影響に関する有益な情報を収集・観察
することができる（技能）。
３　身近な地域における人口変化の原因や位置付けについて思考・判断できる（思考力・判断
力・表現力等）。
４　人口減少がもたらすメリット・デメリットの方向性について提案できる（学びに向かう力）。
図３　高等学校地理歴史科「地理総合」における単元構成（例）
74 菊地：高校「地理総合」における人口減少社会を題材とした単元構成の開発
Ⅳ　おわりに
　本稿では，人口減少社会を題材とした高校地理授業について単元構成を開発した。具体的に
は，新学習指導要領を手がかりに，人口に関する内容について，小学校，中学校，高等学校の
各段階で，どのような地域を対象として，どのような学習内容を行うか，確認した。また，小
学校から高等学校までの人口に関する学習内容について俯瞰し，その特色を位置付けた。その
上で，高等学校地理歴史科「地理総合」の中で，人口減少社会を題材とする単元構成のモデル
を構想した。その単元構成は，どのような新規性と有効性をもつのか，述べる。
　新規性は，今回，新学習指導要領の系統性が強まる中で，人口に関する学習内容を確認・俯
瞰し，その上で，単元構成を考えた点である。これまでは，系統性を視野に入れた単元構成や
授業開発の類は少なかった。その課題の払拭に役立つものと考えられる。
　有効性は，地域調査の学習過程を構造化し，全国各地の地域でも実践できるように示した点
である。これまでは，特定の事例地の資料を用いての単元構成や授業開発が多く，汎用性とい
う点で課題があった。単元構成となる課題把握，課題追究，課題解決の学習過程では，収集可
能な地域資料を活用し，実現可能な学習内容・課題を提示した。よって，一つの人口減少社会
を題材とした学習モデル（単元構成）として有用性があるものと判断できる。
　今後の課題は，単元構成からの具体的な授業開発の提示である。その過程では，より思考を
揺さぶる学習課題（主発問）を示すことができるか，重要となってくる。加え，例示資料を得
られなかった場合，代替する資料があるのか，模索が必要となる。また，課題解決の方向性では，
どのような内容が示されそうか，生徒の考えの質についても，予測していく必要性があろう。
　以上の課題は，少しずつであると思うが，解決していきたい。
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